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準結晶の構造のモデル と して 3次元ベ ンローズ模様 (3DPT)や 20面休最密充填構

追 (DP I)が提案 されて いる｡ 3DPTは 6次元空間か らの投影によ り作 ることがで き

るのでその構造因子を比較的簡単に計井することがで きる｡我々は 3DPTの基本構造 と

なる 2種類の菱面体の頂点､稜心､面心､休心 に原子が存在する場合の構造因子を計井 し

た｡又､その結果か ら得 られ る粉末回折図形 と報告 されて いる美顔で求め られ た粉末回折

図形 と比較検討 した｡

3DPTを 6次元単純立方格子か らの投影によ り作る際､投影 するときの制限空間は菱

形 30面体である｡ ところが菱面休の頂点以外 に原子を置いたときは､ 6次元超立方格子

の対応す る所に原子を置 くだけでな く､例えば稜心のときその稜の両端が菱形 30面体内

に入 って いる必要がある｡ そのため頂点以外の位置では制限空間を変える必要があり､そ

の制限空間 は稜心のときは菱形 20面体､面心 の ときは菱形 12面体.､休心の ときは菱面

体 となる｡ この構造因子を もとめるために7- I)エ変換する場合､ これ らの制限空間内で

体培積分す る必要がある｡ しか しこれ らの休墳空間はいずれ も2種類の糞面体か らで きて

お り麦面休の積分を加え合わせる事によ り墳分を解析的に計昇することがで きる｡図 1に

計昇 された構造 因子を元に描かれた粉末回折図形を示す (1)｡

A l系合金の準結晶はこれまでにその粉末回折図形か ら大別 してA 1-M nに代表 され

るA 1-遷移金属系とA 】-L i-Cuな どの A I-アJL'カ Tl(_+.軒 1金韓系に分けるこ

とがで きる｡ A 1-遷 移金属系では頂点だけに原子をお き､ a (菱面体の一片の長 さ)-

0.46mmとした場合､ある程度計算結果 と-敦 するが､密度等を考慮 した場合､ うま

く説明で きない｡ しか し､A l-L i-Cu (T 2)合金では､準結晶が安定柏でで きる

ため､詳 しく回折図形を得 ることがで きる｡図 2にPo on らによって得 られた粉末回折

図形を示す (2)｡但 し､ インデ ックスはBancelらによる ものを用 いた｡ この回折

線 の強度 は図 1- (B)に示 した頂点 と稜心 に原子を置いた場合 と大変よ く一発 している｡

この場合 a-0.50nmである｡

さらにPo ozlらによると我々の示 した このモデルはDP Iモデルにお ける同様の計井

結果に比べてよ り良 く一致 してお りA 1-アルカ リ金属系で は 3DPTが準結 晶の構造を

よ く説明 して いると言える｡
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図 1 3DPTモデルによ り計井 され た粉末回折図形｡

(A)頂点にのみ原子を配した場合｡

(B)頂点と稜心に原子を配 した場合｡

(C)頂点と面心に康子を配 した場合｡
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図 2 A l-Cu-L i単結晶合金のⅩ扱粉末回折図形｡

b. C. ･･･は図 1と対応 している｡
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